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台風の通過に伴う津軽暖流水の流入と噴火湾奥部静狩で
の沿岸環境の急変について

奥村裕弥，吉村圭三，宮園　章，
稲村明宏，木戸和男，磯田　豊

　噴火湾で2003年にホタテガイ稚貝の大量斃死が生じた
噴火湾奥部長万部町静狩地区で2004年度に実施した調査
から，以下のことが明らかとなった。台風接近時の南東
風成分では，表面の夏期噴火湾水が湾奥に堆積する。台
風通過後の北西風時には，湾奥に堆積した海水が渡島側
に流れ去ると共に，その補償流として中層以深に分布す
る津軽暖流水が湾奥沿岸部に移流する。これによって，
沿岸部の水温・塩分が短時間で変化する。湾奥に流入し
た津軽暖流水は渡島沿岸の水深40m付近を中心に潜流と
して分布した。これは，台風などの気象擾乱の通過によ
る沿岸環境の変化が湾奥部だけでなく，広範囲な海域で
生じることを示す。

A408　北水試研報　72　1-8　2007

2001・2002年に北海道オホーツク海沿岸海域へ来遊した
スルメイカの発生時期について

佐藤　充，坂口健司

　北海道オホーツク海沿岸海域には，日本海と太平洋
からスルメイカが来遊するが，日本海からの秋季発生群
の来遊量がどの程度なのか明らかになっていない。そこ
で，群構造を明らかにするために，2001・2002年に北海
道オホーツク海沿岸海域に来遊したスルメイカの発生時
期を調べた。漁期を反映するようにスルメイカ標本を採
取し，得られた外套長組成を反映するように，平衡石解
析個体を選び，平衡石の輪紋を計数して発生時期を推定
した。採取した標本の外套長モードは22cmと23cmであっ
た。主漁期の標本の発生時期は， 3月～ 4月と推定され
た。2001・2002年の北海道オホーツク海沿岸海域に秋季
発生群の来遊は確認できなかった。2001年よりも2002年
の方が発生時期が遅かった。

A409　北水試研報　72　9-13　2007

マツカワの体表に寄生したトリコジナ類の駆虫方法－Ⅰ
体表粘液片の短期培養技術を用いたトリコジナ類の淡水
耐性力の検討

萱場隆昭，松田泰平，杉本　卓

　マツカワ体表に寄生する原虫トリコジナ類の環境耐
性力を調べるため，体表粘液の短期培養を試みた。トリ
コジナ感染魚から採取した体表粘液片をろ過海水に浸漬
し，種々の温度下で簡易的に培養した。その結果，いず
れの培養環境下でもトリコジナは最低 8時間活力を維持
したまま生存できることがわかった。そこで，この培養
系を活用し，トリコジナの淡水耐性力について詳細に調
べた。粘液片を水道水下で培養したところ，トリコジナ
は浸透圧の急変によって著しく膨張し，浸漬15分後には
ほとんどの虫体が運動を停止した。さらに，30分以上浸
漬すると，虫体が破裂し完全に死滅することが明らかと
なった。このことから，マツカワに寄生するトリコジナ
の駆虫方法として淡水浴が有効であると推察された。

410　北水試研報　72　15-22　2007

マツカワの体表に寄生したトリコジナ類の駆虫方法－Ⅱ
淡水浴によるトリコジナ駆虫効果とマツカワ稚魚の淡水
耐性

萱場隆昭，松田泰平，杉本　卓

　前報の培養実験において，マツカワに寄生被害を及ぼ
す原虫トリコジナ類に対する有効な殺虫方法（30分間以
上淡水に浸漬すること）が明らかとなった。そこで，こ
の知見に基づき淡水浴による駆虫効果について検証し
た。感染魚に淡水浴を施し，その後の寄生状況を調べた
結果，15分間浸漬した場合，寄生数は一時的に減少した
が， 2週間後再び著しく増加した。一方，淡水浴を30分
間行った場合， 4週間経過しても寄生数はゼロのままで
あり，完全に駆虫することができた。また，マツカワ当
歳魚を24時間淡水中で飼育して淡水耐性能を調べた。そ
の結果，本種は約 3時間程度であれば淡水中でも生存で
きることがわかった。以上の結果，ホルマリン浴に替わ
る効果的，且つ，安全なトリコジナ駆虫方法として，30
分間の淡水浴が適切と考えられた。

A411　北水試研報　72　23-30　2007
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シロザケ肉色の品質評価に関する研究

秋野雅樹，武田忠明，今村琢磨
　　
　シロザケ肉色は，品質面で最も重要なファクターであ
るが，現在の肉色評価は主観的方法で判別されている。
しかし，判定者の個人差による誤判別が懸念されるため，
客観的方法で肉色を評価することが望ましい。そのため
には信頼できる評価基準を設定することが重要となる。
実際にサケ加工業者が処理場において肉色の等級判別を
行う場合，フィレ色の視覚的評価に即した高い精度の判
別基準が必要とされる。そのため本研究では，シロザケ
試料の形状の違いがどのように測色値に影響を与えるか
を調べた。その結果を基に，フィレ状態で測色したとき
のCIELAB表色系値から主観的評価に対応させた客観的
評価基準を作成し，シロザケ肉色判別基準の設定を行っ
た。

　
A412　北水試研報　72　31-35　2007

河口域に堆積する落ち葉を起点とした食物連鎖の定量評
価

櫻井　泉，柳井清治，伊藤絹子，金田友紀

　北海道濃昼川河口域の落ち葉だまりに生息するトンガ
リキタヨコエビの個体群動態および食性を調べ，本種と
クロガシラガレイ当歳魚の生物生産量を推定するととも
に，落ち葉からヨコエビを経て当歳魚に移行する有機物
量の割合を試算した。その結果，トンガリキタヨコエビ
の繁殖期は 5月と10月の年 2回であり，個体群は 2～ 3
の発生群で構成されるほか，成長は 6月～11月に顕著と
なり，12月～ 5月に停滞する傾向がみられた。また，ト
ンガリキタヨコエビの生物生産量は2.1g-C/㎡/yrと推定
され，その31％に当たる0.7g-C/㎡/yrを落ち葉に依存し
ていることが示された。さらに，クロガシラガレイ当歳
魚の生物生産量は0.4g-C/㎡/yrと推定され，その25％に
当たる0.1g-C/㎡/yrを落ち葉に依存していると考えられ
た。これより，トンガリキタヨコエビおよびクロガシラ
ガレイ当歳魚の生物生産に寄与する落ち葉の割合は，そ
れぞれ0.008％および0.0004％と試算された。
A413　北水試研報　72　37-45　2007

北海道えりも以西太平洋沿岸域におけるマツカワ人工種
苗の成長（短報）

吉田秀嗣，高谷義幸，松田泰平

　1994～2005年にえりも以西太平洋沿岸で漁獲された雄
1,063尾，雌290尾の人工種苗から得られた年齢及び全長
データを用いて，雌雄別の成長を調べた。その結果，成
長は雌の方が雄よりも良く，その雌雄差は 3歳の 7月か
ら12月の間に生じると推察された。また，成長式として，
von Bertalanffy式に当てはめた結果，雄ではLt = 619（1
－e－0.301（t＋0.166）），雌ではLt = 870（1－e－0.246（t－0.417））とい
う式が得られた。

A414　北水試研報　72　47-49　2007
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